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学科：第一看護学科

区分 科目名 教員名 専任・兼任・兼担 担当コマ数 担当時間数 科目時間数 単位 配当年次 備考

専
門
分
野
Ⅰ

看 護 学 概 論 上田　愛子 専任 15 30 30 1 1

成 人 看 護 学 概 論 渡辺　史子 専任 15 30 30 1 1

成 人 看 護 学 方 法 論 Ⅱ 田中　裕樹 専任 15 30 30 1 1

老 年 看 護 学 概 論 竹田　秀信 専任 15 30 30 1 1

精 神 看 護 学 概 論 大西　康之 専任 15 30 30 1 1

精 神 看 護 学 方 法 論 中野　幸恵 専任 15 30 30 2 1

7

7

学科：第二看護学科
区分 科目名 教員名 専任・兼任・兼担 担当コマ数 担当時間数 科目時間数 単位 配当年次 備考

看 護 学 概 論 河合　まゆみ 専任 15 30 30 1 1 新カリキュラム

基 礎 看 護 学 方 法 論 Ⅱ 松本　明子 専任 23 45 45 2 1 新カリキュラム

基 礎 看 護 学 方 法 論 Ⅴ 磯田　容子 専任 15 30 30 1 1 新カリキュラム

地 域 ・ 在 宅 看 護 概 論 川口　ちづる 専任 23 45 45 2 1 新カリキュラム

成 人 看 護 学 概 論 森　美由紀 専任 15 30 30 1 1 新カリキュラム

精 神 看 護 学 概 論 谷川　英二 専任 15 30 30 1 1 新カリキュラム

老 年 看 護 学 方 法 論 Ⅱ 播木　清美 専任 15 30 30 1 2 旧カリキュラム

母 性 看 護 学 方 法 論 Ⅰ 中村　乃利子 専任 23 45 45 2 2 旧カリキュラム

母 性 看 護 学 方 法 論 Ⅱ 梅川　弘子 専任 15 30 30 1 2 旧カリキュラム

小 児 看 護 学 方 法 論 Ⅰ 橘　依子 専任 16 32 45 2 2 旧カリキュラム

14

10

学科：専攻科（地域看護学専攻）
区分 科目名 教員名 専任・兼任・兼担 担当コマ数 担当時間数 科目時間数 単位 配当年次 備考

丸山　睦 専任 8 15

菊川　縫子 兼任 2 4

公衆衛生看護学概論Ⅱ 野﨑　志津 専任 8 15 15 1 1

成 人 保 健 指 導 山下　裕子 専任 8 15 15 1 1

健 康 教 育 論 Ⅱ 梶本　和美 兼任 8 15 15 1 1

4

4

令和４年度　藍野大学短期大学部　実務経験のある教員等による授業科目の一覧表
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シラバス参照

講義名 看護学概論

講義開講時期 前期 講義区分 講義

基準単位数 1 時間 30.00

履修要件 特になし

配当年次・時期 1年次・前期

必修/選択 必修

担当教員

職種 氏名 所属

准教授 ◎ 上田　愛子 第一看護学科

授業の概要(150文字程度)
看護の基礎として歴史的な変遷、看護の概念、看護の構造や機能、役割について体系的に学び、看護に関する
基礎的知識及び態度を習得する。患者を取り巻く医療チームにおける看護の役割と連携について学習し、看護

職としての自己の看護観を養う。

到達目標

１．看護の概念及び、目的・目標・機能を理解できる。
２．社会・文化的背景と関連付けて看護の変遷を理解し、将来についての展望を持つことができる。

３．現代における医療・看護の役割、活動について理解できる。
４．看護の基盤となる思考過程の意味するところを理解できる。

５．看護実践に重要なクリティカルシンキング態度及びクリティカルシンキング能力について理解できる。

学位授与方針との関連
看護師および保健師として十分な専門知識と技能を身につけている。
チーム医療の一員として同僚や他職種の人と協調性を保ちつつ積極的に関わることができる。

授業計画表

回 担当教員 授業テーマ 授業内容・方法

第1回
上田　愛
子

初回ガイダンス
看護の本質

授業の進め方と授業に臨む姿勢について、「看護観」について
看護の基本となる定義と概念、職業としての看護、学問としての看護（講義）

第2回
上田　愛
子

看護学の主要概念
患者中心の看護、「患者中心の医療」７つの要素
看護学の主要概念、看護知識の発展（講義）

第3回
上田　愛
子

看護の歴史 看護の変遷（看護の過去から現在まで）（講義）

第4回
上田　愛
子

看護理論家にみる看護の定義 ナイチンゲール、ヘンダーソン、オレム、トラベルビー、ロイ（講義）

第5回
上田　愛
子

看護の対象
全体としての人間、成長・発達する存在、ニーズをもつ存在、生活を営む存
在、適応する存在、社会・文化的存在、ライフサイクルと発達課題（講義）

第6回
上田　愛
子

健康と生活
健康とは何か、健康の諸相、健康生活とＱＯＬ、生活習慣とセルフケア、健康
への影響要因（社会的法的要因と健康格差）（講義）

第7回
上田　愛
子

対象との関係の形成 信頼関係、援助関係、協働関係（講義）

第8回
上田　愛
子

看護における連携と協働 看護職間の連携と協働、多職種間の連携と協働、チームでの活動（講義）

第9回
上田　愛
子

看護における感染管理
感染症の歴史、感染予防対策（スタンダードブリューション）、新型コロナウ
イルス感染症等に対する看護の視点

第10回
上田　愛
子

看護における感染管理
感染症の歴史、感染予防対策（スタンダードブリューション）、新型コロナウ
イルス感染症等に対する看護の視点

第11回
上田　愛
子

看護における倫理

看護の倫理

基本的人権、世界人権宣言、個人の尊厳、医療の倫理原則、看護とインフォー
ムドコンセント、専門職としての倫理（講義）

専門職としての倫理、医療をめぐる倫理原則とケアの倫理（講義）

第12回
上田　愛
子

看護における学習支援
看護における学習支援とは、事例をもとに集団を対象に健康教育を行う（講
義）

第13回
上田　愛
子

看護情報管理
基盤となる思考過程

医療情報と看護情報　　看護における情報管理　　看護記録・報告と共有　Ｅ
ＢＮ（講義）

第14回
上田　愛
子

クリティカルシンキング態度とク
リティカルシンキング能力の育成

なぜ、看護実践にクリティカルシンキングが重要なのかを考える
「批判」と「批難」の違いについて考える

講義➣ディベート➣発表➣まとめ

第15回
上田　愛
子

医療安全
基盤となる思考過程

事故発生のメカニズムとヒューマンエラーを防ぐためのクリティカルシンキン
グ（講義）

授業時間外の学習
看護学概論の授業形態の基本は、反転学習です。前もって指示されたレポート課題を提出して授業に臨んでく
ださい。

目安時間 15時間程度

教科書 「新体系看護学全書　基礎看護学①　看護学概論」　メヂカルフレンド社

参考文献等
「看護覚え書」 フローレンスナイチンゲール 「患者中心の看護」　アブデラ
看護者の基本的責務2022年版　日本看護協会出版会

成績評価の方法 試験（50％）　レポート（50％） 　

授業に関する実務経験
看護師として病院に勤務した経験及び、看護管理者として社会福祉法人で勤務した経験を基に、「看護の基
礎」について理解を深められるように教授する。

オフィスアワー 講義の日の放課後

ウインドウを閉じる
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シラバス参照

講義名 成人看護学概論

講義開講時期 通年 講義区分 講義

基準単位数 1 時間 30.00

履修要件 特になし

配当年次・時期 1年次・通年

必修/選択 必修

担当教員

職種 氏名 所属

助教 ◎ 渡辺　史子 第一看護学科

授業の概要(150文字程度)

成人各期の発達段階と発達課題に関連させて、その特徴を身体的・心理的・社会的・スピリチュアルな側面か
ら総合的に理解する方法を学ぶ。成人の健康状態が、生活習慣や様々な環境によって正常から異常へと移行し

ていく要因を理解したうえで、それを予防し健康を維持していくための方策について学ぶ。さらに、成人期の
健康障害が個人のみならず家族や社会生活に及ぼす影響について理解し、その支援方法について学ぶ。治療・

医療システムの様々な状況や患者の健康レベルに対応するための理論や具体的な看護援助について学ぶ。
　

到達目標

・成人期の発達段階・発達課題の特徴を理解し成人を取り巻く環境と生活からみた健康問題について説明でき
る。

・成人の疾病予防ならびに最適な健康を維持・促進するための看護援助が理解できる。
・成人の健康行動の捉え方を理解し行動変容を促進するアプローチについて説明できる。

・成人の危機状況における心理的支援や健康生活の急激な破綻から回復を促進する看護援助の概要を説明でき
る。
・健康レベルに応じた看護理論を理解したうえで対象の状態に応じた看護援助の方法を説明できる。

学位授与方針との関連

①看護師として十分な専門知識と技能を身につけている。
②社会人として、また医療人として豊かな人間性と高い倫理性を備えている。

③修得した知見を他者に対して論理的に説明できる。
④医療・保健・福祉における社会資源の知識を持ち、活用方法を考えることで支援システムについて知ること

ができる。

授業計画表

回 担当教員 授業テーマ 授業内容・方法

第1回
渡辺　史
子

成人期の成長・発達の
特徴①

青年期の発達段階・発達課題の特徴（身体・心理・社会的発達）・時間的展望と異世代と
の相互作用（講義）

第2回
渡辺　史
子

成人期の成長・発達の
特徴② 壮年期・中年期・向老期の発達段階・発達課題の特徴（身体・心理・社会的発達）

成人期の感覚機能の変化（講義）

第3回
渡辺　史
子

成人期における・健康
問題・身体機能の特徴

生涯発達論や他者との相互性、また生活習慣や社会的役割に関連した健康問題について
（講義・演習）

第4回
渡辺　史
子

成人を取り巻く環境と
生活からとらえた健康

問題

成人の健康を生活環境や社会状況との関係の中でとらえ健康を守る保健・医療・福祉シス
テムの概要と動向を理解する（講義・演習）

第5回
渡辺　史
子

成人への看護アプロー
チの基本

アンドラゴジー・エンパワメント・行動変容を促進するアプローチについて学習し個人の
みならず家族や社会における様々な集団を対象とした看護援助について理解する（講義・

演習）

第6回
渡辺　史
子

看護におけるマネジメ
ント

看護を提供する対象者の要請やニードに組織的に対応できるようなマネージメントの方法
ケースマネジメント・クリニカルパス・バリアンス・リスクマネジメント（講義・演習）

第7回
渡辺　史
子

ヘルスプロモーション
と看護

地域社会における成人のヘルスプロモーションを促進する看護
ポピュレーションアプローチとハイリスクアプローチ（講義・演習）

第8回
渡辺　史
子

健康をおびやかす要因
と看護

ストレスに関連する健康障害
ストレス-マネジメントとコーピング

（講義・演習）

第9回
渡辺　史
子

生活行動がもたらす健
康問題とその予防

就労・労働形態がもたらす健康問題と職場におけるヘルスプロモーションを促進する援助
（講義・演習）

第10回
渡辺　史
子

健康生活の急激な破綻
から回復を支援する看

護

急性期にある人と、その家族への看護援助
危機的な状況における心理的支援

がん薬物療法・放射線治療とその看護援助（講義・演習）

第11回
渡辺　史
子

慢性病とともに生きる
人を支える看護

成人の自己概念へ配慮した自己効力感を高める教育的アプローチ
セルフマネジメントへの支援方法

第12回
渡辺　史
子

障害がある人の生活と
リハビリテーション

国際生活機能分類（ICF）・障害がある人の障害の認識課程
急性期のリハビリテーション看護と回復期のリハビリテーション看護の目的と特徴（講

義・演習）

第13回
渡辺　史
子

人生の最後のときを支
える看護

緩和ケア・全人的苦痛（トータルペイン）・スピリチュアルペイン（講義・演習）

第14回
渡辺　史
子

新たな治療法、先端医
療と看護

新たな治療法の選択における問題と意思決定を支える看護・（シェアード・ディメンショ
ン・メイキング（SDM））について（講義・演習）

第15回
渡辺　史
子

まとめ 小テスト・グループワーク・発表（演習）

授業時間外の学習

・授業は教科書を中心に進め、必要に応じて別途資料を授業前に配布する。
・事前レポート課題の内容は授業開始前に、そのつど発表または掲示する。

・レポート課題は授業中に発表できるようにまとめておくこと
・授業開始までに教科書内の重要用語を調べ自己学習しておくこと。

・授業開始時には、前回の授業内容の小テストを行うことがある。
・授業終了後は時間外学習として教科書、配布資料をもとに授業ノートをまとめておき、実習で活用できるよ
うに保管しておくこと。

・レポート課題については、提出期限を厳守し計画的に取り組むこと。
・学習した内容から、自己の考えを明確にしたうえで発表できるよう準備しておくこと。

目安時間 約60分～90分

教科書 「系統看護学講座　専門　成人看護学１　成人看護学総論」医学書院

参考文献等 教員により参考文献は適宜紹介し、作成資料および教科書に基づき授業を展開する。

成績評価の方法
（レポート・授業態度・発表内容）20％、（終講試験）80％、
授業の進捗状況によって内容及び方法は変更することがある。

授業に関する実務経験
看護師として救急医療及び慢性期医療、終末期医療に携わった経験、ならびに予防医療・産業保健ネットワー
ク活動による労働災害医療に携わった経験などを基に、最新の情報やデータに基づき成人看護学における基盤

となる考え方や理論、援助方法論について理解が深まるよう指導する。

オフィスアワー 金曜日の16：10～16：40（但し外部出張時など変更となる場合がある）

ウインドウを閉じる

 CampusPlan Web Service
ヘルプ

javascript:__doPostBack('ucSubHeader$mySubHeaderV2$btnPrint','')
javascript:__doPostBack('ucSubFotter$btnClose','')
javascript:


2022/06/21 18:19 シラバス参照

https://cp-aino-col.aino.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusSansho/UI/WSL_SyllabusSansho.aspx?P1=2N30090101&P2=2022&P3=20220401 1/1

シラバス参照

講義名 成人看護学方法論Ⅱ

講義開講時期 後期 講義区分 講義・演習・実習

基準単位数 1 時間 30.00

履修要件 特になし

配当年次・時期 1年次・後期

必修/選択 必修

担当教員

職種 氏名 所属

講師 ◎ 田中　裕樹 第一看護学科

授業の概要(150文字程度) 各機能障害のある患者の特徴および病期や障害に応じた看護について必要な知識を学ぶ。

到達目標

・各機能障害のある患者の特徴および病期や障害に応じた看護検査や治療における侵襲と生体反応に伴う身
体・心理・生活・社会的側面に及ぼす影響についてアセスメント方法を理解する。

・事例を通して、各機能障害における患者の特徴および病期から必要な看護ケアを考え、看護展開の方法を理
解する。

学位授与方針との関連 看護師あるいは保健師として十分な専門知識と技能を身につけている。

授業計画表

回 担当教員 授業テーマ 授業内容・方法

第1回
田中　裕
樹

授業ガイダンス・各機能障害のある患者の特徴および病期や
障害に応じた看護・呼吸機能障害ある患者の看護

シラバスの説明。各機能障害のある患者の特徴およ
び病期や障害に応じた看護について（講義）

呼吸機能障害ある患者の看護について①(講義)

第2回
田中　裕
樹

呼吸機能障害ある患者の看護 呼吸機能障害ある患者の看護について②（講義）

第3回
田中　裕
樹

循環機能障害ある患者の看護 循環機能障害ある患者の看護について（講義）

第4回
田中　裕
樹

消化・吸収機能障害のある患者の看護
消化・吸収機能障害のある患者の看護について（講
義）

第5回
田中　裕
樹

栄養代謝機能障害のある患者の看護
栄養代謝機能障害のある患者の看護について（講
義）

第6回
田中　裕
樹

内部環境調節機能障害のある患者の看護
内部環境調節機能障害のある患者の看護について
（講義）

第7回
田中　裕
樹

内分泌機能障害のある患者の看護 内分泌機能障害のある患者の看護について（講義）

第8回
田中　裕
樹

身体防御機能の障害のある患者の看護
身体防御機能の障害のある患者の看護について（講
義）

第9回
田中　裕
樹

脳・神経機能障害のある患者の看護
脳・神経機能障害のある患者の看護について（講
義）

第10回
田中　裕
樹

感覚機能障害のある患者の看護 感覚機能障害のある患者の看護について（講義）

第11回
田中　裕
樹

運動機能障害のある患者の看護 運動機能障害のある患者の看護について（講義）

第12回
田中　裕
樹

排尿機能障害のある患者の看護 排尿機能障害のある患者の看護について（講義）

第13回
田中　裕
樹

性・生殖・乳腺機能障害のある患者の看護
性・生殖・乳腺機能障害のある患者の看護について
（講義）

第14回
田中　裕
樹

機能障害のある患者事例における看護過程演習① 機能障害のある患者事例における看護過程の演習

第15回
田中　裕
樹

機能障害のある患者事例における看護過程演習② 機能障害のある患者事例における看護過程の演習

授業時間外の学習

・毎授業開始までに時間外学習として30分間（計15回）、テキストを既読し授業に臨むようにする。その際学
習目標の確認及び、テキスト内の重要な用語等は事前に学習を行う。

・授業終了後は、時間外学習としてテキスト、参考文献、配布資料や授業ノートをもとに自宅で復習30分間
（計15回）を行なう。・予習、復習は習慣づけるようにし、学習内容に理解不足がある場合、主体的・積極的

に担当教員に質問をする。
・レポート課題については、提出期限を厳守し計画的に提出する。 

目安時間
・毎授業開始までに時間外学習として30分間（計15回）
・授業終了後は復習30分間（計15回）

教科書

「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学2　呼吸器」　医学書院
「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学3　循環器」　医学書院

「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学4　血液・造血器」　医学書院
「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学5　消化器」　医学書院

「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学6　内分泌・代謝」　医学書院
「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学7　脳・神経」　医学書院
「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学8　腎・泌尿器」　医学書院

「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学9　女性生殖器」　医学書院
「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学10　運動器」　医学書院

「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学11　アレルギー膠原病　感染症」　医学書院
「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学13　眼」　医学書院
「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学14　耳鼻咽喉」　医学書院

参考文献等

・「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学12　皮膚」　医学書院
・「系統看護学講座　別巻　臨床外科学各論」　医学書院

・「系統看護学講座　別巻　リハビリテーション看護」　医学書院
・参考文献は適宜紹介し、作成資料に基づき授業を展開する。

成績評価の方法
・定期試験　（筆記）（90％）　演習参加後の提出物（10％）で評価する。
・授業内容・展開については変更する場合がある。 

授業に関する実務経験 看護師として、病院で勤務していた経験を基に、教授する。

オフィスアワー 原則水曜日は16時から17時、金曜日は16時から17時とする。ただし、都合により変更がある。
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シラバス参照

講義名 老年看護学概論

講義開講時期 通年 講義区分 講義

基準単位数 1 時間 30.00

履修要件 特になし

配当年次・時期 １年次・通年

必修/選択 必修

 

担当教員

職種 氏名 所属

講師 ◎ 竹田　秀信 第一看護学科

 

授業の概要(150文字程度)
高齢者について理解するための背景や高齢者における身体的・心理的・社会的特徴を理解し、老年看護の基本
となる考え方や高齢者を取り巻く保健医療福祉制度、高齢者の健康増進(ヘルスプロモーション）、また高齢者

を支える看護について学ぶ。

到達目標

1．加齢に伴う高齢者の身体的・心理的・社会的特徴を理解し、高齢者に対しての基本的な看護について理解す
る。

 2．高齢者の意思決定を尊重するための老年看護の基本的概念・役について理解する。
 3．高齢者を取り巻く我が国の社会情勢および高齢者を支えるケアシステムについて理解する。 

 

学位授与方針との関連 看護師あるいは保健師として十分な専門知識と技能を身につけている。

授業計画表

回 担当教員 授業テーマ 授業内容・方法

第1回
竹田　秀
信

科目ガイダンス
加齢とは

講義ガイダンス
老年看護学における高齢者の捉え方、加齢・老化の概念（講義）

第2回
竹田　秀
信

加齢に伴う身体的変化と日常生活へ
の影響①

加齢による身体変化とアセスメント（皮膚・感覚器・循環器・呼吸器）（講
義）

第3回
竹田　秀
信

加齢に伴う身体的変化と日常生活へ
の影響②

加齢による身体変化とアセスメント（消化器・内分泌・泌尿器系・運動器）
（講義）

第4回
竹田　秀
信

加齢に伴う心理的側面と日常生活へ
の影響

高齢者の心理的側面（老いとこころ）、高齢期の社会関係（講義）

第5回
竹田　秀
信

高齢者の発達段階・発達課題 生涯発達理論：ハヴィガースト、エリクソン、ペック（講義）

第6回
竹田　秀
信

超高齢社会の現状（統計調査より） 高齢者の暮らし、健康状況、死亡（講義）

第7回
竹田　秀
信

高齢者を支える保健医療福祉制度① 小テスト　/　制度の変遷、成年後見制度、日常生活自立支援事業（講義）

第8回
竹田　秀
信

高齢者を支える保健医療福祉制度② 介護保険制度、社会資源と多職種連携（講義）

第9回
竹田　秀
信

高齢者看護の役割
老年看護の発展となりたち、老年看護の役割と特徴（エンパワメント、ICFモ
デル）

 （講義） 

第10回
竹田　秀
信

高齢者を理解するための理論・概念
サクセスフルエイジング、離脱理論、ＳＯＣ理論、コンフォート理論、スト
レングスモデル　

 （講義）

第11回
竹田　秀
信

高齢者のＱＯＬと権利擁護 高齢者に対するスティグマ、エイジズム、高齢者虐待（講義）

第12回
竹田　秀
信

高齢者と環境 高齢者の住まい、地域包括ケア、リロケーション（講義）

第13回
竹田　秀
信

高齢者の安全とリスクマネジメント 高齢者のリスク要因、高齢者の事故と対応、高齢者と災害（講義）

第14回
竹田　秀
信

高齢者を介護する家族 介護者の特徴、家族のアセスメント、介護者への援助（講義）

第15回
竹田　秀
信

高齢者の健康
まとめ

 

ヘルスプロモーション、介護予防、まとめ（講義）

授業時間外の学習
予習は毎回1時間を目安とし、該当科目のテキストを熟読の上、疑問明らかにし講義に臨むこと
復習は講義資料を行いて計画的に行うこと。

目安時間 合計15時間程度

教科書
「系統看護学講座　専門分野２　老年看護学」医学書院　
「系統看護学講座　専門分野２　老年看護　病態・疾患論」医学書院 

参考文献等

「国民衛生の動向」厚生統計協会
老年看護学①老年看護学概論/老年保健　メヂカルフレンド社

 「認知症の人びとの看護」医歯薬出版、他は講義の中で適宜紹介する。
 医学書院　℮ナーストレーナー 

成績評価の方法
中間試験は第1回から第6回までの授業内容から出題し、採点後に返却する。終講試験は返却しない。 
終講試験　60％　 小テスト20％　レポート20％　

授業に関する実務経験
看護師として病院・施設で勤務していた経験を基に、高齢者理解や高齢者に対する倫理的配慮について理解が
深まるよう指導する。

オフィスアワー 水曜日・金曜日　16：10～17：15　
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シラバス参照

講義名 精神看護学概論

講義開講時期 通年 講義区分 講義

基準単位数 1 時間 30.00

履修要件 特になし

配当年次・時期 1年次・通年

必修/選択 必修

 

担当教員

職種 氏名 所属

講師 ◎ 大西　康之 第一看護学科

 

授業の概要(150文字程度)
精神看護学に関する諸モデルと精神の健康を理解するための諸概念、精神障害と治療及び看護、精神看護の場
など精神看護学の基盤について学習する。

到達目標

１．精神の健康に関する普及啓発を理解し、偏見、差別、スティグマを理解する。
２．精神の健康とマネジメントについて学び精神保健福祉法を説明することができる。

 ３. レジリエンスの考えを説明することができる。
 ４. 思考障害とはどういう障害か説明することができる。

学位授与方針との関連 看護師あるいは保健師として十分な専門知識と技能を身につけている。

授業計画表

回 担当教員 授業テーマ 授業内容・方法

第1回 大西　康之 現代社会の変化と精神の健康：心の病気 もえつき症候群・いじめについて（講義）

第2回 大西　康之 精神障害者の家族支援：精神障害者の援助 精神障害者地域支援について（講義）

第3回 大西　康之 心の健康と不健康：自我の機能 不安に対する援助について（講義）

第4回 大西　康之
精神力動理論
（フロイト）

エス・自我・超自我について（講義）

第5回 大西　康之 ライフサイクルとアイデンティティ エリクソンの発達理論について（講義）

第6回 大西　康之 防衛機制危機理論とストレス 自我の防衛機制の種類について（講義）

第7回 大西　康之 救急医療と精神保健福祉の関係 ICU症候群について（講義）

第8回 大西　康之 地域精神保健福祉活動について 病院精神医学から地域へについて（講義）

第9回 大西　康之 危機への対処（コーピング） PTSDについて（講義）

第10回 大西　康之 逸脱とスティグマ 社会的烙印について（講義）

第11回 大西　康之 精神症状と状態像 統合失調症について（講義）

第12回 大西　康之 精神科における治療 向精神病薬の歴史について（講義）

第13回 大西　康之 精神障害者の処遇 成年後見制度について（講義）

第14回 大西　康之 精神障害者の法制度 行動制限について（講義）

第15回 大西　康之 精神保健福祉法による入院形態 開放処遇について（講義）

授業時間外の学習
・授業開始までに予習として、テキストを既読し授業に臨むようにする。
・講義終了後は配布した資料や授業ノートの整理をする。

 ・予習、復習を習慣づけるようにし、学習内容を深める。

目安時間 2時間程度

教科書 岩崎　弥生「精神看護学①　精神看護学概論/精神保健」メヂカルフレンド社.2022.

参考文献等 講義の中で適宜参考書図書文献を紹介する。

成績評価の方法
定期試験100％で評価する。
国家試験に向けて再講義をする。

 定期試験は採点後、答案を返却しない。

授業に関する実務経験
看護師として病院で勤務していた経験を基に、精神看護学の根拠を抑え倫理的配慮についても理解が深まるよ
うに指導する。

オフィスアワー 月曜日～金曜日　　16：30～17：00
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シラバス参照

講義名 精神看護学方法論

講義開講時期 後期 講義区分 講義

基準単位数 2 時間 30.00

履修要件 特になし

配当年次・時期 1年次・後期

必修/選択 必修

 

担当教員

職種 氏名 所属

講師 ◎ 中野　幸恵 第一看護学科

 

授業の概要(150文字程度)

精神医療を取り巻く状況の急速な変化を理解し、入院や地域に関わらず、精神障害を持つ人や、家族の援助に
ついて学ぶ。そして、すべてのライフサイクルにある人を対象に、こころの健康を成長発達・社会適応の側面

から捉え、心の健康を保持、増進、障害の予防及び精神障害をきたした個人とその家族を理解し、人権を尊重
した看護の実践を学ぶ。 

 

到達目標

１．精神医療を取り巻く状況の急速な変化を理解し、現代の医療について考えることができる。
２．すべてのライフサイクルにある人を対象とし、こころの健康を成長発達、社会適応の側面から理解でき

る。
 ３．こころの健康を保持、増進、障害の予防及び精神障害をきたした対象とその家族を理解できる。 

 

学位授与方針との関連 看護師として十分な専門知識と技能を身につけている。

授業計画表

回 担当教員 授業テーマ 授業内容・方法

第1回
中野　幸
恵

授業ガイダンス
人間関係について

 ①自分を知ること

授業内容のガイダンス
ケアの中心が感情であること、その感情を手がかりにして、自分を知ること

が重要であることを事例を通じて学ぶ。
 （講義） 

第2回
中野　幸
恵

人間関係について
②相手を知ること

 

相手のことを知り、理解すること
患者へのかかわり方、精神障害をもつ人へのケアの基本的な方

 （講義） 

第3回
中野　幸
恵

安全管理／安全を守る 患者の人権、リスクマネジメント、緊急事態の対処（講義）

第4回
中野　幸
恵

身体と心 心の痛みがどのようにして身体で表現されるのか（講義） 

第5回
中野　幸
恵

精神科における合併症／精神科にお
ける身体ケアの実際

 

抗精神病薬の副作用
身体合併症

 （講義） 

第6回
中野　幸
恵

精神障害者を支える医療従事者 他職種連携について（講義） 

第7回
中野　幸
恵

心的外傷について／災害時の看護
心的外傷について／災害時の看護 心的外傷・愛着形成・エンパワメント・
災害時の看護

 （講義） 

第8回
中野　幸
恵

セルフケア理論について セルフケア理論を学び9．10の授業内で実際に演習を行う。（講義） 

第9回
中野　幸
恵

演習：看護過程の展開 演習：看護過程の展開 情報収集～関連図（演習）

第10回
中野　幸
恵

演習：看護過程の展開 看護計画立案（演習）

第11回
中野　幸
恵

地域で暮らすために 当事者、援助者が心得ておくこと（講義）

第12回
中野　幸
恵

地域での取り組み 地域での取り組み 社会制度とその基盤となる考え方（講義） 

第13回
中野　幸
恵

リエゾン精神看護
一般診療科において資料を受けている人が陥りやすい精神保健上の問題
リエゾン看護師の役割

 （講義） 

第14回
中野　幸
恵

ストレスマネジメント 人をケアする仕事の特性（講義） 

第15回
中野　幸
恵

レジリエンスを高める　まとめ 看護者自身のメンタルヘルス上の問題への対処（講義） 

授業時間外の学習
・各回の授業内容について予習・復習し理解すること。
・1回、2回目終了時にレポート課題を課すので作成し提出すること。

 ・9回、10回目終了時授業で用いた事例についての課題を提出すること。
 

目安時間 15時間を目安とする。

教科書
「精神看護学②精神障害をもつ人の看護」　メヂカルフレンド社
「看護実践のための根拠がわかる　精神看護技術」メヂカルフレンド社 

参考文献等
「ナーシング・グラフィカ　精神看護学２　精神障害と看護の実際」メディカ出版
「系統看護学講座　別巻　精神保健福祉」医学書院 

「系統看護学講座　専門分野２　精神看護学２　精神看護の展開」　医学書院

成績評価の方法 学科試験90％、レポート10％ 

授業に関する実務経験
看護師として病院で勤務していた経験を基に、臨床で実施される看護技術の根拠をおさえ、倫理的配慮につい
ても理解が深まるよう指導する。

オフィスアワー 月～金　16時10分以降
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シラバス参照

講義名 公衆衛生看護学概論Ⅰ

講義開講時期 前期 講義区分 講義

基準単位数 1 時間 15.00

履修要件

配当年次・時期 1年次・前期

必修/選択 必修

 

担当教員

職種 氏名 所属

講師 ◎ 丸山　睦 専攻科

非常勤講師 菊川　縫子 専攻科

 

授業の概要(150文字程度)
公衆衛生看護の理念・目的、対象、活動方法についての基礎を学ぶ。公衆衛生および公衆衛生看護とは何かに
ついて、歴史的な変遷と社会環境と関連させて理解する。健康課題の解決のための活動方法や社会資源につい

て理解する。公衆衛生看護活動の展開方法について、実習する市区町村の活動と照らし合わせて理解する。

到達目標

1.公衆衛生看護の理念・目的、対象、方法について理解することができる。
2.公衆衛生についての歴史を理解し、社会環境と関連させて理解することができる。

 3.地域の健康問題解決のための活動方法についての基本的な知識を身につけることができる。
 4.公衆衛生看護活動の展開方法について理解し、地域に応じた具体的方法を考えることができる。

学位授与方針との関連

看護師あるいは保健師として十分な専門知識と技能を身につけている。
地域の健康課題を明確にし、その課題解決に向けて計画・立案する方法を理解している。

 地域に存在する社会資源の把握及び活用方法を修得し、必要な支援システムや資源について考えることができ
る。

授業計画表

回 担当教員 授業テーマ 授業内容・方法

第1回 丸山　睦 公衆衛生看護の理念と目的
地域における保健師の保健活動に関する基本的指針・個から集団へつ
ながる活動（講義）

第2回 丸山　睦 公衆衛生看護の対象と場
公衆衛生看護の対象・公衆衛生看護の場・保健所と保健センター（講
義）

第3回 丸山　睦
プライマリヘルスケアとヘルスプロモーシ
ョン・SDGｓ

プライマリヘルスケア及びヘルスプロモーション・SDGｓについて（講
義）

第4回
丸山　睦
菊川　縫

子

公衆衛生の歴史 公衆衛生制度のあゆみ（講義）

第5回
丸山　睦
菊川　縫

子

公衆衛生活動の実際 公衆衛生活動の実際・放射線の人体への影響（講義）

第6回 丸山　睦 人口及び疾病構造の変化 人口の推移・人口動態・疾病構造の変化について（講義）

第7回 丸山　睦 公衆衛生看護活動の展開 公衆衛生看護活動の具体的な展開方法・社会格差（講義・演習）

第8回 丸山　睦 保健計画の策定 公衆衛生看護活動の計画・計画における市民参加（講義・演習）

授業時間外の学習
事前にテキストで予習し、講義の内容の理解を進めること。講義内容に出てきた用語について、復習して理解
を深める。授業の後半では、実習Ⅱの実習地をフィールドとして作業しながら授業を展開するので、授業時間

以外にも実習地のことを調べておくこと。

目安時間 1時間程度

教科書
「標準保健師講座1 公衆衛生看護学概論」　医学書院
「国民衛生の動向2021/2022」　厚生労働統計協会

参考文献等 授業時間内に適宜紹介

成績評価の方法
定期試験(筆記試験）80％、演習評価20％
定期試験後、個人の解答用紙は返却しない

授業に関する実務経験 行政保健師として勤務していた経験をもとに、公衆衛生看護の理論や展開方法について指導する。

オフィスアワー 講義終了後10分間
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シラバス参照

講義名 公衆衛生看護学概論Ⅱ

講義開講時期 後期 講義区分 講義

基準単位数 1 時間 15.00

履修要件

配当年次・時期 1年次・後期

必修/選択 必修

 

担当教員

職種 氏名 所属

助教 ◎ 野﨑　志津 専攻科

 

授業の概要(150文字程度)
公衆衛生看護の対象と活動方法について、個人・家族、集団、地域を捉える視点を理解し、活動の場の特性と
活動方法を関連させて考えることを学ぶ。支援技術、施策へと発展させるために必要な理論・理念・方法を理

解できる。災害時の行政の機能および保健師の役割について理解できる。

到達目標

1.地域の健康問題解決のための社会資源について基本的な知識を身につけることができる。
2.公衆衛生看護活動についてアセスメントから立案、実施、評価まで一連の流れに沿って理解することができ

る。
 3.災害時の行政の機能および保健師の役割について理解することができる。

学位授与方針との関連
看護師あるいは保健師として十分な専門知識と技能を身につけている。
地域の健康課題を明確にし、その課題解決に向けて計画・立案する方法を理解している。

 公衆衛生看護の対象となる個人・家族・集団・組織に対して、対象別の実践方法を理解している。

授業計画表

回 担当教員 授業テーマ 授業内容・方法

第1回
野﨑　志
津

公衆衛生看護活動の展開
公衆衛生看護活動の具体的な展開方法（講義）・実習地における保健師活動（グルー
プワーク）

第2回
野﨑　志
津

公衆衛生看護活動の実際
（1）

地域の健康問題解決のための方法および社会資源について（講義・グループワーク）

第3回
野﨑　志
津

災害時における保健活動
（1）

災害時における保健師活動の実際（講義）

第4回
野﨑　志
津

災害時における保健活動
（2）

災害サイクルの各期における保健師活動（講義）

第5回
野﨑　志
津

災害時の組織的対応 発災直後の組織的対応と避難所運営（講義・演習）

第6回
野﨑　志
津

平常時における災害対策 避難行動要支援者への支援及び平常時における災害対策（講義・演習）

第7回
野﨑　志
津

公衆衛生看護活動の実際
（2）

効果的な保健活動の立案と保健師の役割（講義）

第8回
野﨑　志
津

公衆衛生看護における活動
理論

公衆衛生看護を展開する上で活用できる理論（講義・演習）

授業時間外の学習
事前にテキストで予習し、講義内容の理解を進めること。グループワークでの演習内容を整理し、理解を深め
ること。実習地域で行われている公衆衛生看護活動や実習地域の社会資源について調べておくこと。

目安時間 各回１時間程度

教科書 「標準保健師講座1 公衆衛生看護学概論」　医学書院

参考文献等 授業時間内に適宜紹介

成績評価の方法 定期試験(筆記試験)80％　演習の参加状況や授業態度20％　

授業に関する実務経験
行政保健師として勤務していた経験をもとに、公衆衛生看護活動の実際や災害時の保健師活動等について指導
する。

オフィスアワー 火曜日12：00～13：00
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シラバス参照

講義名 成人保健指導

講義開講時期 前期 講義区分 講義

基準単位数 1 時間 15.00

履修要件

配当年次・時期 1年次・前期

必修/選択 必修

 

担当教員

職種 氏名 所属

助教 ◎ 山下　裕子 専攻科

 

授業の概要(150文字程度)

成人期の特徴と役割、生活と健康障害との関連を学び、健康増進と生活習慣病対策を中心に、国の動向及び地
域における保健活動について理解を深める。また、感染症、特に結核、HIV感染症、B・C型肝炎について最近の

動向と対策を学ぶ。がん予防についての地域の取り組みや治療の動向と施策を習得する。さらに、地域で生活
する難病療養者の生活を理解し、難病対策と地域保健活動について学ぶ。

到達目標
1.成人保健の動向や生活習慣病対策、保健活動について理解することができる。
2.感染症の最近の動向や結核の管理体系、保健活動について理解することができる。

 3.難病療養者の生活、難病対策と保健活動について理解することができる。

学位授与方針との関連
看護師あるいは保健師として十分な専門知識と技能を身につけている。
公衆衛生看護の対象となる個人・家族・集団・組織に対して、対象別の実践方法を理解している。

授業計画表

回 担当教員 授業テーマ 授業内容・方法

第1回 山下　裕子 感染症保健活動① 感染症の最近の動向と公衆衛生看護活動（講義）

第2回 山下　裕子 感染症保健活動② 性感染症における公衆衛生看護活動（講義）

第3回 山下　裕子 感染症保健活動③ 結核の管理体系と公衆衛生看護活動（講義）

第4回 山下　裕子 難病保健活動 難病保健の動向と施策（講義）

第5回 山下　裕子 成人保健の動向 成人保健施策・健康日本21（講義）

第6回 山下　裕子 生活習慣病と保健指導① 特定健康診査・特定保健指導（講義）

第7回 山下　裕子 生活習慣病と保健指導② がんの予防と対策（講義）

第8回 山下　裕子 生活習慣病と保健指導③ インスリン抵抗性と生活習慣病（講義）

授業時間外の学習
結核についてのレポートを作成すること。また、授業時間内に小テストを行う。
授業の予習・復習を行うこと。

目安時間 30時間

教科書
「保健学講座3　公衆衛生看護活動展開論」メヂカルフレンド社
「国民衛生の動向　2021/2022」厚生労働統計協会

 「2018年改訂 沖田くんのタイムスリップ」結核予防会

参考文献等 なし

成績評価の方法
定期試験（70％）、レポート（15％）、平常点・小テスト（15％）
定期試験後の個人の解答用紙は返却しないが、各自で復習すること。

 レポートは、採点後次回講義で解説する。

授業に関する実務経験 保健師として行政で勤務していた経験を基に成人保健・感染症保健・難病保健について指導する。

オフィスアワー 月曜日　16:10～17:00
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シラバス参照

講義名 健康教育論Ⅱ

講義開講時期 後期 講義区分 講義

基準単位数 1 時間 15.00

履修要件

配当年次・時期 1年次・後期

必修/選択 必修

 

担当教員

職種 氏名 所属

助教 ◎ 梶本　和美 第一看護学科

講師 丸山　睦 専攻科

助教 野﨑　志津 専攻科

助教 山下　裕子 専攻科

 

授業の概要(150文字程度)

健康教育Ⅰで学んだことをもとに、地域（公衆衛生看護実習Ⅱ）で健康教育を展開するための応用力・創造性
を育み、地位のニーズに適応した健康教育計画作成と媒体・シナリオ作成を学ぶ。また、実際に地域で実施し

た健康教育の評価をＰＤＣＡサイクルの視点で評価する。さらに、健康教育に活かせる理論を習得し、地域で
の応用方法について考える力を養う。

到達目標
1．健康教育について、対象の健康問題と関連させて企画し、実践・評価する能力を身につけることができる。
2．臨地実習の場でグループとして健康教育を実践することができる。

学位授与方針との関連
看護師あるいは保健師として十分な専門知識と技能を身につけている。
地域の健康課題を明確にし、その課題解決に向けて計画・立案する方法を理解している。

授業計画表

回 担当教員 授業テーマ 授業内容・方法

第1回 梶本　和美 地域に応じた健康教育計画書の作成 計画書の立案 (講義・演習）

第2回 梶本　和美 地域に応じた健康教育の実践① 健康教育の準備（演習）

第3回 梶本　和美 地域に応じた健康教育の実践② 健康教育の準備（演習）

第4回 梶本　和美 健康教育の実践発表（地域実習） 健康教育の発表（発表）

第5回 梶本　和美 健康教育の実践発表（地域実習） 健康教育の発表（発表）

第6回 梶本　和美 健康教育の評価 グループワーク (演習）

第7回 梶本　和美 健康教育に活かせる理論① 健康教育に活かせる理論（講義・演習）

第8回 梶本　和美 健康教育に活かせる理論② 健康教育に活かせる理論（講義）

授業時間外の学習 グループで議論を深め、実践にいかすこと。

目安時間 30時間程度

教科書 「標準保健師講座2　公衆衛生看護技術」医学書院

参考文献等 特になし

成績評価の方法
定期試験（70％）、実践評価（30％）
定期試験後の個人の解答用紙は返却しないが、各自で復習すること。

授業に関する実務経験 保健師として行政で勤務した経験を基に、健康教育の理論と実践について指導する。

オフィスアワー 火曜日16:10～17:00
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